
(57)【要約】

【課題】容器の上部に装着し、さらに切り花を活けられ

る花立て器具を提供する。

【解決手段】中が空洞の逆円錐形の側壁（５）内下部に

Ｖ字溝（９）を設け、側壁（５）下に通水穴Ｂ（７）４

カ所、上にも通水穴Ａ（６）４カ所を設け、そして数個

の穴（２）を設けた円盤（３）の上の面につまみ（１）

を、下の面にも段（４）を設け、下の面を逆円錐形の側

壁（５）上部に装着し、側壁（５）最下部にも台（８）

を装着する。さらにこれを容器（１１）の上部に装着し

て、切り花を活けられるようにしたことを特徴とする。

【選択図】　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
中 が 空 洞 の 側 壁 （ ５ ） 内 下 部 に Ｖ 字 溝 （ ９ ） を 設 け 、 側 壁 （ ５ ） 下 に 通 水 穴 Ｂ （ ７ ） と 側
壁 （ ５ ） 上 に も 通 水 穴 Ａ （ ６ ） を 設 け 、 穴 （ ２ ） を 設 け た 盤 （ ３ ） の 下 の 面 に 段 （ ４ ） を
設 け 、 下 の 面 を 側 壁 （ ５ ） 上 部 に 装 着 し 、 側 壁 （ ５ ） 最 下 部 に も 台 （ ８ ） を 装 着 し た 花 立
て 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
こ の 発 明 は 、 容 器 の 上 部 に 装 着 し 、 さ ら に 切 り 花 を 活 け ら れ る よ う に し た 花 立 て 器 具 に 関
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 、 容 器 の 底 に 置 い て 使 用 す る 剣 山 や 水 を し み こ ま せ て 使 用 す る ス ポ ン ジ 状 の 花 立 て 器
具 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
こ れ は 次 の よ う な 欠 点 が あ っ た 。
（ イ ） 　 背 の 低 い 花 や 、 短 か い 切 り 花 を 容 器 の 底 に 固 定 す る の は 難 し か っ た 。
（ ロ ） 　 茎 の や わ ら か い 花 や 細 い 花 な ど は 、 固 定 す る と き 折 れ て し ま う と き が あ っ た 。
本 発 明 は 、 こ れ ら の 欠 点 を 除 く た め に 発 明 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
中 が 空 洞 で 逆 円 錐 形 の 側 壁 （ ５ ） 内 下 部 に Ｖ 字 溝 （ ９ ） を 設 け 、 側 壁 （ ５ ） 下 に 通 水 穴 Ｂ
（ ７ ） ４ カ 所 、 上 に も 通 水 穴 Ａ （ ６ ） ４ カ 所 を 設 け る 。
そ し て 数 個 の 穴 （ ２ ） を 設 け た 円 盤 （ ３ ） の 上 の 面 に つ ま み （ １ ） を 、 下 の 面 に 段 （ ４ ）
を 設 け 、 逆 円 錐 形 の 側 壁 （ ５ ） 上 部 に 下 の 面 を 装 着 し 、 側 壁 （ ５ ） 最 下 部 に も 台 （ ８ ） を
装 着 す る 。
本 発 明 は 、 以 上 の よ う な 構 成 よ り な る 花 立 て 器 具 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
（ イ ） 　 中 が 空 洞 で 逆 円 錐 形 の 側 壁 （ ５ ） 内 下 部 に 、 切 り 花 の 下 の 部 分 を 挟 み 込 ん で 固 定
で き る 、 Ｖ 字 溝 （ ９ ） を 円 状 に 数 列 設 け 、 側 壁 （ ５ ） 下 に 通 水 穴 Ｂ （ ７ ） ４ カ 所 、 上 に 大
き め の 通 水 穴 Ａ （ ６ ） ４ カ 所 を 設 け る 。
（ ロ ） 　 い ろ ん な 太 さ の 切 り 花 で も 差 し 込 め る 、 大 小 数 個 の 穴 （ ２ ） を 設 け た 円 盤 （ ３ ）
の 上 の 面 に 、 持 ち や す い よ う つ ま み （ １ ） を 、 下 の 面 に は 容 器 に 固 定 し や す い よ う に 段 （
４ ） を 設 け 、 下 の 面 を 逆 円 錐 形 の 側 壁 （ ５ ） 上 部 に 装 着 し 、 側 壁 （ ５ ） 最 下 部 に も 台 （ ８
） を 装 着 す る 。
本 発 明 は 以 上 の よ う な 構 造 で 、 こ れ を 使 用 す る と き は 、 円 盤 （ ３ ） 上 部 の つ ま み （ １ ） を
軽 く 持 ち ７ ～ ８ 割 の 水 （ １ ０ ） の 入 っ た 容 器 （ １ １ ） の 上 よ り 、 台 （ ８ ） の 部 分 か ら 落 と
し 込 み ふ ち に 静 か に の せ る 。 こ の と き 容 器 （ １ １ ） の 水 （ １ ０ ） は 側 壁 （ ５ ） 下 の 通 水 穴
Ｂ （ ７ ） ４ カ 所 よ り は い り は じ め 、 あ と か ら 側 壁 （ ５ ） 上 の 大 き め の 通 水 穴 Ａ （ ６ ） ４ カ
所 か ら も は い り 、 側 壁 （ ５ ） 内 は 水 （ １ ０ ） で み た さ れ る 。 そ し て 固 定 さ れ た 、 花 立 て 器
具 上 部 の 穴 （ ２ ） よ り 、 切 り 花 を 差 し 込 み 側 壁 （ ５ ） 内 下 部 の Ｖ 字 溝 （ ９ ） に 次 々 挟 み 込
ん で い く 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 効 果 】
逆 円 錐 形 側 壁 （ ５ ） の 上 部 に 装 着 さ れ た 円 盤 （ ３ ） が 、 鍋 の ふ た の よ う な 構 造 で あ る た め
、 こ の 円 盤 （ ３ ） と 容 器 （ １ １ ） と の 口 の 大 き さ さ え あ え ば 、 下 部 が い か な る 形 状 の 容 器
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（ １ １ ） で あ っ て も 、 そ の 上 部 に 装 着 す る こ と が で き 、 さ ら に 切 り 花 を 活 け ら れ る こ と が
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 使 用 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 つ ま み
２ 　 穴
３ 　 円 盤
４ 　 段
５ 　 側 壁
６ 　 通 水 穴 Ａ
７ 　 通 水 穴 Ｂ
８ 　 台
９ 　 Ｖ 字 溝
１ ０ 　 水
１ １ 　 容 器
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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